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Ｔ
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テ
ー
マ
は
「
『
外
湯
め
ぐ

り
』
と
『
そ
ぞ
ろ
歩
き
』
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」
。

温
泉
街
に
七
つ
の
外
湯
が

あ
り
、
こ
れ
ら
外
湯
め
ぐ
り

と
風
情
あ
る
街
の
そ
ぞ
ろ
歩

き
を
楽
し
め
る
城
崎
温
泉

は
、「
ま
ち
全
体
が
一
つ
の
大

き
な
宿
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
る
。
誰
も
が
気
軽
に
外

湯
め
ぐ
り
と
そ
ぞ
ろ
歩
き
を

楽
し
め
る
よ
う
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
で
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
化
を
予
定
し
て
い
る
。

外
湯
の
一
つ
「
地
蔵
湯
」

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
ス
ロ
ー

プ
や
手
す
り
の
設
置
、
床
板

の
滑
り
や
す
さ
の
解
消
な
ど

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
す
る
。

外
湯
「
柳
湯
」
は
足
湯
を

改
修
。
底
上
げ
や
ベ
ン
チ
の

高
さ
の
変
更
な
ど
で
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
す
る
。

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
と
温
泉

街
の
宿
を
結
ぶ

巡
回
バ
ス
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
化

も
予
定
。
バ
ス

は
反
転
式
ス
ロ

ー
プ
板
、
ニ
ー

リ
ン
グ
（
車
体

を
下
げ
て
乗
降

し
や
す
く
す

る
）
機
能
を
備

え
た
福
祉
車
両

と
す
る
。

そ
の
ほ
か
、

電
動
車
椅
子
の
貸
し
出
し
や

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
情
報
の
提
供

な
ど
を
行
う
Ｕ
Ｔ
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
機
能
の
構
築
や
、
外

湯
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
ボ
ト
ル
（
触
覚
識

別
で
き
る
シ
ャ
ン
プ
ー
ボ
ト

ル
）
の
導
入
な
ど
に
も
取
り

組
む
。

城
下
町
と
し
て
栄
え
た
丹

波
篠
山
は
、
国
指
定
史
跡
の

篠
山
城
跡
や
国
選
定
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

「
篠
山
城
下
町
地
区
」
な
ど

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
名
所
が

多
い
。

同
市
は
「
観
光
案
内
所
等

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
と
お
も

て
な
し
の
心
の
醸
成
」
を
テ

ー
マ
に
、
市
全
域
で
ソ
フ
ト

・
ハ
ー
ド
両
面
で
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
化
を
進
め
る
。

篠
山
城
跡
三
の
丸
広
場
と

河
原
町
駐
車
場
の
公
衆
ト
イ

レ
を
全
て
の
人
が
使
い
や
す

い
よ
う
に
洋
式
化
。

観
光
案
内
所
は
車
椅
子
で

も
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
ロ

ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
や
玄

関
扉
の
内
外
両
開
き
へ
の
改

修
を
進
め
る
。

観
光
に
関
わ
る
人
々
へ
の

「
お
も
て
な
し
研
修
」
や

「
車
椅
子
乗
車
体
験
会
」
の

実
施
で
も
て
な
し
の
心
の
さ

ら
な
る
醸
成
を
図
る
。

そ
の
ほ
か
、
車
椅
子
な
ど

の
利
用
者
に
向

け
た
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
マ
ッ
プ
の

作
成
や
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
案
内

サ
イ
ン
の
整

備
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
な
観
光
動

線
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
実
施
な

ど
を
予
定
し
て

い
る
。

■
エ
リ
ア
づ
く
り

【
ひ
ょ
う
ご
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
な
観
光
地
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
】

Ｕ
Ｔ
に
積
極
的
に
取
り
組

む
観
光
地
を
公
募
の
上
、
選

定
し
、
県
が
モ
デ
ル
的
に
支

援
。期
間
は
最
大
２
年
間
で
、

「
エ
リ
ア
内
の
観
光
関
連
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」

「
車
椅
子
や
筆
談
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
、
Ｕ
Ｔ
推
進
に
資
す

る
物
品
の
購
入
」
「
地
域
所

有
の
巡
回
バ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
の

導
入
」
な
ど
に
つ
い
て
、
１

地
区
当
た
り
年
に
最
大
１
６

０
０
万
円
を
補
助
す
る
。

こ
の
ほ
ど
、
城
崎
温
泉
地

区
、
湯
村
温
泉
地
区
、
丹
波

篠
山
市
の
３
地
区
が
「
ひ
ょ

う
ご
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
観
光

地
」
に
選
定
さ
れ
た
。

「
全
て
の
人
に
優
し
い
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
な
足
湯
・
湯
が

き
等
の
整
備
」
を
進
め
る
。

泉
温

度
、
毎
分
４
７
０

㍑
と
、
高
温
で
多
く
の
湯
量

を
湧
出
す
る
湯
村
温
泉
の
元

湯
「
荒
湯
」
。
天
然
の
足
湯

や
、
温
泉
卵
や
野
菜
を
ゆ
で

る
「
湯
が
き
」
体
験
を
観
光

客
が
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
の
体
験
を
さ
ら
に
多
く
の

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

車
椅
子
で
安
全
に
湯
が
き

体
験
が
で
き
る
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
湯
が
き
湯
つ
ぼ
」
を
設

置
。

温
泉
街
散
策
の
休
憩
に
最

適
な
「
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」

に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
足
湯
」

を
新
設
す
る
ほ
か
、
地
元
の

人
々
に
も
愛
さ
れ
る
公
衆
浴

場
「
薬
師
湯
」
な
ど
温
泉
街

に
あ
る
数
カ
所
の
足
湯
も
車

椅
子
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
改

修
予
定
。

そ
の
ほ
か
、

筆
談
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
車
椅
子
け

ん
引
装
置
の
導

入
や
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
研
修
の
実

施
な
ど
、
ソ
フ

ト
面
の
取
り
組

み
も
進
め
る
。

「
ひ
ょ
う
ご
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
お

宿
」
ロ
ゴ

兵
庫
県
は
、高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、誰
も
が
気
兼
ね
な
く
旅
行
を
楽
し
め
る
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
（
Ｕ
Ｔ
）
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
全
国
に
先
駆

け
て「
Ｕ
Ｔ
推
進
条
例
」を
制
定
。Ｕ
Ｔ
の
推
進
施
策
を
多
角
的
に
展
開
し
て
い
る
。

兵
庫
県
観
光
振
興
課
の
発

表
に
よ
る
と
、
同
県
の
令
和

５
年
度
（
５
年
４
月
～
６
年

３
月
）
の
観
光
入
込
客
数

（
速
報
）
は
前
年
度
を
７
８

２
万
人
上
回
る
（
６
・
８
％

増
）
１
億
２
２
３
２
万
人
と

な
っ
た
。

同
年
度
の
主
な
ト
ピ
ッ
ク

ス
と
し
て
「
ひ
ょ
う
ご
を
旅

し
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ワ

イ
ド
」
（
全
国
旅
行
支
援
）

の
実
施
（
１
月

日
～
６
月


日
）
、
「
兵
庫
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
実
施
（
７
月
１
日
～

９
月

日
）が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
５
月
８
日
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
移
行
と
な
っ
た
。


の
地
域
別
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

５
類
移
行
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

等
の
人
数
上
限
の
撤
廃
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
需
要
喚

起
策
や
多
彩
な
取
り
組
み
の

影
響
で
、
但
馬
地
域
を
除
く

９
地
域
で
前
年
度
か
ら
増
加

し
た
。

中
播
磨
、
淡
路
を
除
く
地

域
で
は
、
令
和
元
年
度
の
水

準
に
届
い
て
い
な
い
も
の

の
、
阪
神
南
、
阪
神
北
、
北

播
磨
、
丹
波
で
は
令
和
元
年

度
比
で
約

％
ま
で
回
復
す

る
な
ど
、
各
地
域
で
回
復
傾

向
が
強
く
見
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。

日
帰
り
・
宿
泊
別
で
は
、

日
帰
り
客
が
前
年
度
比
７
・

０
％
増
の
１
億
１
０
８
５
万

人
。
宿
泊
客
が
同
５
・
２
％

増
の
１
１
４
７
万
人
。
一
部

の
地
域
で
前
年
度
を
下
回
っ

た
が
、全
県
で
は
日
帰
り
客
、

宿
泊
客
と
も
に
増
加
と
な
っ

た
。主

要
観
光
施
設
へ
の
入
込

客
数
を
見
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
移
行
し
た
影
響
や
、
プ
ロ

野
球
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
優

勝
に
際
し
、
来
場
者
数
が
大

き
く
増
加
し
た
阪
神
甲
子
園

球
場
が
前
年
度
に
続
き
１
位

と
な
っ
た
。

県
内
観
光
消
費
額（
名
目
）

は
、
前
年
度
比

・
２
％
増

の
１
兆
５
６
７
７
億
円
。
観

光
産
業
の
付
加
価
値
額
で
あ

る
観
光
産
業
県
内
総
生
産

（
名
目
）
は
同

・
０
％
増

の
８
３
９
２
億
円
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
５
類
移
行
や
、
ひ
ょ

う
ご
を
旅
し
よ
う
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
・
ワ
イ
ド
に
よ
る
需
要

喚
起
策
の
実
施
、
兵
庫
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
よ
る
県
内
宿
泊
施
設

と
連
携
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
の

造
成
な
ど
多
彩
な
取
り
組
み

の
影
響
で
、
県
内
入
込
客
数

や
消
費
単
価
が
増
加
。
観
光

消
費
額
が
３
年
連
続
で
増
加

し
た
。

物
価
変
動
を
除
い
た
観
光

産
業
県
内
総
生
産
（
実
質
）

は
同

・
５
％
増
の
７
８
０

３
億
円
。
こ
れ
は
実
質
県
内

総
生
産
の
３
・
４
％
に
当
た

る
。令

和
５
年
度
兵
庫
県
観
光

客
動
態
調
査
報
告
書
の
確
報

は
３
月
下
旬
に
公
表
の
予

定
。

Ｕ
Ｔ
推
進
条
例（
高
齢
者
、

障
害
者
等
が
円
滑
に
旅
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
に
関
す
る
条
例
）
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
や
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
た
機
運
の
高
ま

り
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の

改
正
、
さ
ら
に
は
２
０
２
５

年
の
大
阪
・
関
西
万
博
の
開

催
な
ど
、
昨
今
の
社
会
情
勢

を
背
景
に
２
０
２
３
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
。

条
例
で
は
「
行
き
た
い
と

こ
ろ
に
旅
行
で
き
る
環
境
の

整
備
」
を
目
指
す
べ
き
姿
と

し
、
「
接
遇
の
向
上
等
に
よ

る
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
」

「
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
必

要
な
情
報
等
を
得
ら
れ
る
機

会
の
確
保
」
「
Ｕ
Ｔ
の
推
進

に
関
す
る
機
運
醸
成
」
に
、

市
町
、
観
光
関
連
事
業
者
、

支
援
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。Ｕ

Ｔ
に
特
化
し
た
条
例
は

全
国
初
と
い
う
。

条
例
に
基
づ
く
具
体
的
取

り
組
み
を
「
人
づ
く
り
」

「
宿
・
施
設
づ
く
り
」
「
エ

リ
ア
づ
く
り
」
の
三
つ
の
観

点
か
ら
見
て
み
る
。

■
人
づ
く
り

【
ひ
ょ
う
ご
Ｕ
Ｔ
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
の
育
成
】

高
齢
者
・
障
害
者
等
か
ら

の
相
談
に
対
応
す
る
な
ど
、

Ｕ
Ｔ
の
普
及
促
進
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
。

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大

学
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）
と
の

連
携
の
も
と
、
半
年
に
わ
た

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

毎
年

名
程
度
を
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
し
て
認
定
し
て
い

る
。【Ｕ

Ｔ
お
も
て
な
し
研
修
】

県
内
の
観
光
産
業
（
宿
泊

施
設
、観
光
施
設
、飲
食
店
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
の
現
場
で
働
く

従
業
員
・
ス
タ
ッ
フ
を
対
象

に
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
を

迎
え
入
れ
る
際
の
接
遇
・
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
研
修

を
実
施
。

２
０
２
４
年
度
は
座
学
と

簡
単
な
実
技
か
ら
学
ぶ
実
践

的
な
研
修
を
県
内
各
地
域
で

実
施
し
た
。

■
宿
・
施
設
づ
く
り

【
「
ひ
ょ
う
ご
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
な
お
宿
」
宣
言
・
登
録

制
度
】

Ｕ
Ｔ
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
た

宿
泊
施
設
に
県
が
整
備
な
ど

の
経
費
を
支
援
し
、
登
録
、

情
報
発
信
す
る
制
度
。

ま
ず
、
Ｕ
Ｔ
に
取
り
組
む

こ
と
を
宣
言
す
る
宿
（
宣
言

施
設
）
を
募
集
。
県
が
宿
に

対
し
て
Ｕ
Ｔ
の
推
進
に
必
要

な
ソ
フ
ト
対
策
経
費
、
ハ
ー

ド
整
備
経
費
を
支
援
す
る
。

県
が
定
め
る
基
準
を
満
た

す
宿
を
登
録
（
登
録
施
設
）

の
上
、
宣
言
・
登
録
施
設
の

情
報
を
県
の
公
式
観
光
サ
イ

ト
「
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
ナ
ビ
」

内
の
特
設
サ
イ
ト
で
発
信
。

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
内
容

を
障
害
種
別
ご
と
に
細
か
く

発
信
す
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な

お
宿
特
設
サ
イ
ト
で

は
、
宿
の
所
在
エ
リ

ア
や
対
応
可
能
な
取

り
組
み
内
容
（
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
の

有
無
、
車
椅
子
や
シ

ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
等
の

備
品
の
貸
し
出
し
の

有
無
、
筆
談
対
応
の
可
否
な

ど
）
か
ら
、
該
当
す
る
宿
泊

施
設
を
検
索
す
る
こ
と
が
可

能
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
宿
泊
施
設
探
し
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

同
制
度
の
内
容
と
宿
泊
施

設
（
宣
言
施
設
１
３
１
、
う

ち
登
録
施
設

＝
２
月
末
現

在
）
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
閲
覧
で
き
る
。




